
スズメバチや毒ヘビのニホンマムシなど、注意しなければならない生きものについても学びます。

令和 4 年度 生涯学習課だより

　豊浦町放課後子ども教室「ホウカGO ！」では、
地域の恵まれた自然を生かし、野外プログラムを
積極的に行っています。この日は、森へ散策に出
かけました（事前に所有者の許可を得て活動して
います）。行く道で、この教室の卒業生でもある中
学生と遭遇し、一緒に参加してもらうことになり
ました。さっそく生きもの探しをすると、ベテラ
ンの先輩たちがニホンカナヘビやシマヘビの赤
ちゃんを次々と見つけ、子どもたちのケースの中
へ入れてあげていました。平成29年から開始し
た放課後子ども教室。卒業生たちがこうして遊び
に来てくれたり、彼らの成長を感じられることを
嬉しく思います。

　生きものが大好きな子どもたち、網を手に草むらを
かけまわり、コオロギやバッタ、チョウなどさまざまな
昆虫をつかまえました。
　捕獲したあとは、じっくりと観察します。なんという
種類かわらないときには、持ってきた図鑑で調べるこ
ともあります。

大自然をフィールドに　―森編―

活動報告

毎週の活動はSNSでご覧いただけます。 豊浦町　放課後子ども教室
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つかまえた生きものは、元の場所へかえし
ます。
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